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ⓒ水木プロ

水木しげる先生生誕１００周年
お祝いタペストリー登場
　水木しげる記念館前に、横幅７ｍ、高さ
２ｍのタペストリーが登場しました。
　水木しげる先生を囲むように同氏作品に
登場する妖怪たちが並ぶ、インパクトのあ
る華やかなデザインです。好きな妖怪と一
緒に並んで撮影することができます。
　８月まで設置予定ですので、ぜひ一度ご
覧ください。



市議会議員一般選挙の結果
　任期満了に伴う境港市議会議員一般選挙が２月６日（日）に行われ、即日開票の結果、

新人２人を含む１５人が決まりました。（写真は左上から得票順・敬称略）

候補者の得票数

当1,303票　　　吉
よしい

井　　巧
たくみ

当 1,109票　　　田
たぐち

口 俊
しゅんすけ

介

当 1,049票　　　安
やすだ

田 共
とも こ

子

当    974 票　　　足
あしだ

田 法
のりゆき

行

当    928 票　　　森
もりおか

岡 俊
とし お

夫

当    916 票　　　景
かげやま

山　　憲
けん

当    876 票　　　荒
あらい

井 秀
ひでゆき

行

当    815 票　　　加
かとう

藤 文
ぶん じ

治

当    809 票　　　平
ひらまつ

松 謙
けん じ

治

当    784 票　　　柊
ひいらぎ

　　康
やすひろ

弘

当    767 票　　　松
まつもと

本 晶
あきひこ

彦

当    757 票　　　永
ながい

井　　章
しょう

当    757 票　　　岡
おかそら

空 研
けん じ

二

当    625 票　　　米
よねむら

村 一
いちぞう

三

当    525 票　　　伊
いとう

藤 康
やすひろ

弘

    468 票　　　宮
みやもと

本 剛
つよ し

志

    419 票　　　長
ながお

尾 達
たつ や

也

当日有権者数

男　13,413人

女　14,487人

計　27,900人

投　票　率

50.29％

吉井　巧 (50)

自民現②　小篠津町

田口俊介 (58)

公明現⑤　夕日ヶ丘２丁目

安田共子 (50)

共産現③　新屋町

足田法行 (58)

公明現③　幸神町

森岡俊夫 (62)

無所属現⑤　朝日町

景山　憲 (72)

無所属現④　中野町

荒井秀行 (73)

自民現⑥　竹内町

加藤文治 (62)

自民現②　中町

平松謙治 (56)

無所属現⑥　花町

柊　康弘 (54)

無所属現⑤　高松町

松本晶彦 (55)

無所属新①　外江町

永井　章 (75)

無所属現⑤　三軒屋町

岡空研二 (72)

無所属現⑥　明治町

米村一三 (75)

無所属現⑥　竹内町

伊藤康弘 (30)

無所属新①　外江町

氏　名 ( 年齢 )

党派　現・新　当選回数　住所
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住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金
　新型コロナウイルス感染症の影響が長期化するなか、さまざまな困難に直面した人々が、速やかに生活・暮らしの支

援を受けられるよう、住民税非課税世帯等に対して1世帯当たり１０万円の臨時特別給付金を給付します。

▼給付対象となる世帯

（１）住民税非課税世帯

◇対象世帯

　基準日（令和３年１２月１０日）において境港市に住民票がある人で、世帯全員の令和3年度分の住民税が非課税

である世帯。

◇手続き

・世帯全員が、令和３年１月１日以前から境港市にお住まいの場合

　　対象と思われる世帯には、２月下旬に、支給要件等の確認事項を記載した「確認書」を郵送しています。

　「確認書」の内容を確認して、必要事項をご記入のうえ、必要書類等と一緒に５月２０日（金）までに返送してください。

・世帯の中に、令和３年１月２日以降に境港市に転入した人がいる場合

　　給付金を受け取るには、申請が必要です。申請書に必要事項を記入して、非課税証明書等の添付書類とともに９月

　３０日（金）までに提出してください。

（２）家計急変世帯

◇対象世帯

　(1)に該当しない世帯のうち、申請時点で境港市に住民票がある人で、令和3年1月以降に新型コロナウイルス感

染症の影響を受けて家計が急変し、任意の１カ月の世帯全員それぞれの給与、事業、不動産、年金所得の合計を１２倍

した額が非課税相当額である世帯。※遺族、障がい年金等の非課税年金は含みません。

◇手続き

　給付金を受け取るには、申請が必要です。

　申請書に必要事項を記入して、収入額が確認できる添付書類とともに９月３０日（金）までに提出してください。

　詳しくは、問い合わせ先へご相談ください。

※（１）、（２）いずれも住民税均等割が課税されている人の扶養親族等のみからなる世帯を除きます。

▼給付額　１世帯あたり１０万円（支給は１世帯１回限りです）

　　　　　※世帯主が受給権者となります。上記（１）と（２）の重複受給はできません。

▼問い合わせ先　福祉課　臨時特別給付金担当　☎４６－０２５１　FAX４２－５９８７

特別給付金に関するお知らせ

　新型コロナウイルス感染症の影響を受けた子育て世帯を支援するため、１８歳以下の子どもに臨時特別給付金（１０万

円）を給付します。

▼給付金額　　　１８歳以下（平成１５年４月２日～令和４年４月１日生）の児童１人につき１０万円

▼対象となる人　令和３年９月３０日時点で、境港市の住民基本台帳に記録されており、１８歳以下の児童を養育して

　　　　　　　　いる人。

　　　　　　　　令和３年９月以降に離婚された人で、給付金を受け取っていない人も対象となりました。詳しくはお

　　　　　　　　問い合わせください。

　　　　　　　　※所得制限　対象者の所得が児童手当の所得制限限度額内の人に限ります。

　　　　　　　　　　　　　　特例給付該当者（所得が基準を上回る人）は、給付対象外です。

▼申請手続　　　公務員の人、高校生のみを養育している人は申請が必要です。

　　　　　　　　また、単身赴任の人など養育する児童が市外在住の場合はお問い合せください。

　　　　　　　　※児童手当を受給されている人（公務員以外）は申請不要です。

▼申請期限　　　３月３１日（木）　※公務員の人で３月以降の新生児分については４月１５日（金）まで

▼問い合わせ先　子育て支援課　児童係　☎４７－１０４６

申請をお忘れなく

子育て世帯への臨時特別給付金

3　令和４年３月



新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
事
業
者
支
援

　

売
上
が
減
少
し
た
事
業
者
の
皆
さ

ん
を
対
象
と
し
た
新
た
な
支
援
金
の

支
給
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
他

の
支
援
策
に
つ
い
て
も
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

境
港
市
事
業
継
続
緊
急
支
援
金

▼
給
付
要
件

◇
市
内
に
本
社
ま
た
は
本
店
と
な
る

　

事
業
所
を
有
す
る
中
小
企
業
者
等

　

（
個
人
事
業
主
含
む
）
で
あ
る
こ

　

と
（
業
種
は
問
い
ま
せ
ん
）

◇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

　

大
の
影
響
で
、
令
和
４
年
１
月
〜

　

３
月
の
い
ず
れ
か
１
カ
月
の
売
上

　

が
、
平
成
31
年
〜
令
和
３
年
の
任

　

意
の
年
の
同
じ
月
と
比
較
し
て
、

　

15
％
以
上
減
少
し
て
い
る
こ
と

◇
境
港
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

◇
法
人
の
場
合
は
直
近
事
業
年
度
分

　

の
法
人
市
民
税
の
確
定
申
告
、
個

　

人
の
場
合
は
令
和
２
年
分
の
事
業

　

所
得
を
申
告
し
て
い
る
こ
と

◇
引
き
続
き
事
業
を
維
持
し
、
事
業

　

を
継
続
す
る
意
思
が
あ
る
こ
と

◇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予

　

防
と
拡
大
防
止
対
策
の
徹
底
を
図

　

る
こ
と

▼
給
付
額

　

１
事
業
者
あ
た
り
一
律
10
万
円

▼
申
請
期
限

　

４
月
28
日
（
木
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

水
産
商
工
課　

商
工
振
興
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
５
６

事
業
復
活
支
援
金
（
国
）

▼
給
付
要
件

◇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を

　

受
け
た
事
業
者
で
あ
る
こ
と
（
業

　

種
は
問
い
ま
せ
ん
）

◇
令
和
３
年
11
月
〜
令
和
４
年
３
月

　

の
い
ず
れ
か
の
月
の
売
上
高
が
、

　

平
成
30
年
11
月
〜
令
和
３
年
３
月

　

の
間
の
任
意
の
同
じ
月
の
売
上
高

　

と
比
較
し
て
、
50
％
以
上
ま
た
は

　

30
％
以
上
50
％
未
満
減
少
し
て
い

　

る
こ
と

▼
給
付
額

　

（
基
準
期
間
の
売
上
高
）

　
　

ー
（
対
象
月
の
売
上
高
×
５
）

◇
基
準
期
間

　

売
上
高
の
比
較
に
用
い
た
月
を
含

む
次
の
い
ず
れ
か
の
期
間

・
平
成
30
年
11
月
〜
平
成
31
年
３
月

・
令
和
元
年
11
月
〜
令
和
２
年
３
月

・
令
和
２
年
11
月
〜
令
和
３
年
３
月

◇
対
象
月

　

令
和
３
年
11
月
〜
令
和
４
年
３
月

の
い
ず
れ
か
の
月

▼
給
付
上
限
額

▼
申
請
方
法

　

登
録
確
認
機
関
に
事
前
確
認
を
し

て
も
ら
っ
た
後
、
申
請
用
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ

ペ
ー
ジ
か
ら
申
請
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

※
一
時
支
援
金
ま
た
は
月
次
支
援
金

　

を
受
給
し
た
人
は
、
改
め
て
事
前

　

確
認
を
受
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

　

ん
。

▼
申
請
期
限

　

５
月
31
日
（
火
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

事
業
復
活
支
援
金
相
談
窓
口

　

☎
０
１
２
０
‐
７
８
９
‐
１
４
０

（
土
日
祝
日
含
む
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
７
時
）

※
申
請
方
法
や
申
請
様
式
な
ど
、
詳

　

し
く
は
事
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　

ご
覧
く
だ
さ
い
。

コ
ロ
ナ
禍
再
生
応
援
金
（
県
）

▼
対
象
者

　

新
型
コ
ロ
ナ
安
心
対
策
認
証
店
と

し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
事
業
者
（
業

種
は
問
い
ま
せ
ん
）

※
認
証
申
請
中
の
場
合
も
申
請
可
能

　

（
支
給
は
認
証
後
に
な
り
ま
す
）

▼
給
付
要
件

◇
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
令
和
２
年
11

　

月
〜
令
和
４
年
３
月
の
間
の
任
意

　

の
連
続
す
る
12
カ
月
間
の
売
上
高

　

が
、
前
年
ま
た
は
前
々
年
の
同
期

　

間
と
比
較
し
て
、
20
％
以
上
減
少

　

し
て
い
る
こ
と

◇
雇
用
維
持
の
意
思
が
あ
る
こ
と

◇
感
染
対
策
の
徹
底
お
よ
び
コ
ロ
ナ

　

禍
か
ら
の
回
復
を
見
据
え
た
事
業

　

継
続
・
事
業
再
開
を
目
指
し
て
い

　

る
こ
と

▼
給
付
額

　

法
人
20
万
円

　

個
人
10
万
円

※
認
証
店
を
複
数
有
す
る
場
合
は
、

　

２
店
舗
目
以
降
、
10
万
円
×
認
証

　

店
舗
数
を
加
算

▼
申
請
期
限

　

５
月
27
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
コ
ロ
ナ
禍
再
生
応
援
金

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
８
５
７
‐
26
‐
７
９
７
１

（
平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分
）

※
申
請
様
式
な
ど
、
詳
し
く
は
鳥
取

　

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

　

さ
い
。

売上高
減少率

個人事業主

法　人

年間売上高
１億円以下

年間売上高
１億円超
５億円以下

年間売上高
５億円超

▲５０％以上 ５０万円 １００万円 １５０万円 ２５０万円

▲３０％以上
▲５０％未満

３０万円 　６０万円 　９０万円 １５０万円
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オ
ミ
ク
ロ
ン
株
影
響
対
策

　
　
　
　
　

緊
急
応
援
金
（
県
）

▼
給
付
要
件

◇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を

　

受
け
た
中
小
企
業
等
（
個
人
事
業

　

主
含
む
）
で
あ
る
こ
と
（
業
種
は

　

問
い
ま
せ
ん
）

◇
令
和
４
年
１
月
・
２
月
の
合
計
売

　

上
高
が
、
平
成
31
年
〜
令
和
３
年

　

の
い
ず
れ
か
の
年
の
同
期
間
と
比

　

較
し
て
30
％
以
上
減
少
し
て
い
る

　

こ
と　

な
ど

▼
給
付
額

　

売
上
規
模
に
応
じ
て
、

上
限
20
万
円
〜
40
万
円

※
売
上
減
少
相
当
額
を
給
付

※
認
証
店
を
複
数
有
す
る
場
合
は
、

　

２
店
舗
目
以
降
、
10
万
円
×
認
証

　

店
舗
数
を
加
算

▼
申
請
期
限

　

５
月
31
日
（
火
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
影
響
対
策

緊
急
応
援
金
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
８
５
７
‐
26
‐
８
６
３
４

※
申
請
様
式
な
ど
、
詳
し
く
は
鳥
取

　

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

　

さ
い
。

相
談
窓
口
の
ご
案
内

事
業
者
・

　
　
　

労
働
者
向
け
相
談
窓
口

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る

国
や
鳥
取
県
の
支
援
策
や
対
応
な
ど

に
つ
い
て
、
事
業
者
・
労
働
者
の
皆

さ
ん
か
ら
の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

▼
内　

容

　

相
談
等
を
受
け
付
け
、
国
・
鳥
取

県
の
支
援
策
の
案
内
や
関
係
機
関
へ

の
引
継
ぎ
等
を
行
い
ま
す
。

▼
相
談
窓
口

　

☎
０
１
２
０
‐
８
３
３
‐
８
７
７

（
土
日
祝
日
含
む
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分
）

経
済
対
策
予
算

　
　

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
窓
口

　

国
や
鳥
取
県
の
経
済
対
策
予
算
の

補
助
金
な
ど
の
相
談
・
申
請
を
、
社

会
保
険
労
務
士
な
ど
が
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。（
３
日
前
ま
で
に
電
話
予
約

し
て
く
だ
さ
い
）

▼
相
談
窓
口

　

鳥
取
県
西
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白杖と白杖SOSシグナルについてご存じですか？

▼白杖（はくじょう）とは

　白杖は、目が見えない、見えにくいなどの視覚障がいのある人が歩行する際に使用する杖で、道路交通法で携帯するこ

とが義務付けられています。白杖には以下の３つの役割があります。

◇路面状態や障害物などが自分の前にないか確認し安全性を高める役割

◇杖先から地面の状況や突然の変化を察知するなど、路面の情報を収集する役割

◇視覚障がいがあることを周囲に知らせるシンボルとしての役割

▼白杖SOSシグナルとは

　白杖SOSシグナルは、視覚障がいのある人が白杖を頭上50㎝程度に

掲げて周囲の人にサポートを求める合図です。視覚に障がいのある人が安

全に生活できるよう白杖を使って周囲に助けを求める合図を社会福祉法人

福岡県盲人協会が提唱し、一般社団法人岐阜県視覚障害者福祉協会や岐阜

市視覚障害者福祉協会等とともに全国的な普及啓発を目指す運動が始まり

ました。

　街中で白杖を頭上50㎝程度に掲げている視覚障がいのある人を見かけ

たら、それはSOSのサインです。すすんで声をかけ、みんなでサポート

しましょう。

▼白杖SOSシグナルを見かけたら

１．正面から「どうなさいましたか。」などと声をかけてください。

２．何に困っているのか、どのようにサポートしたらよいかを聞いてください。

３．お困りごとの内容により、ご自分の肩やひじなどに手をかけてもらい、ゆっくり誘導するなどサポートをしてください。

※この時、白杖を持つ手に触れないようにしてください。

※視覚に障がいのある人が路上などで危険に遭遇しそうな場合は、白杖SOSシグナルをしていなくても、声をかけてサ

　ポートをしてください。

▼問い合わせ先 福祉課　福祉係　☎４７－１１２１

白杖SOSシグナル普及啓発シンボルマーク
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～市民活動推進補助金を募集します～

　４・５月に実施する事業を対象に募集します。

▼対象団体　　　団体の運営に関する規約等があり、市内で活動する市民活動団体および企業

▼対象事業　　　市民活動団体および企業が実施し、市民活動（企業が行う営利を目的としない社会貢
　　　　　　　　献活動も含む）を促進するために適当と認める事業で、４月から５月の間に開始するも
　　　　　　　　の

▼補助限度額　　◇新規設立事業　１０万円 （補助対象経費の１０分の１０）
　　　　　　　　◇緑化事業　　　　６万円 （補助対象経費の５分の４以内）
　　　　　　　　◇一般事業　　　３０万円 （補助対象経費の３分の２以内）
　　　　　　　　※２年目以降は補助率等の変更があります。

▼申し込み方法　申請書等の必要書類を提出してください。
　　　　　　　　※申請書等は市ホームページまたは地域振興課窓口にて配布します。

▼申込期限　　　３月１５日（火）
　　　　　　　　※２回目の募集を４月に行います。募集内容については、市報４月号に掲載します。

▼審査方法等　　申請団体に追って連絡します。なお、補助金の交付については、令和４年度予算の成
　　　　　　　　立を条件とします。

▼問い合わせ先　地域振興課　企画係　☎４７－１０２４

▼対象団体　　　県内に事務所または活動拠点を有する団体、ＮＰＯ等

▼対象事業　　　地域をより良くするために活動する住民団体、ＮＰＯなどが、
　　　　　　　　地域活性化を図るために行う主体的な取り組み。

▼補助限度額等　補助金限度額・募集内容等の詳細については、鳥取県県民参
　　　　　　　　画協働課までお問い合わせください。

▼問い合わせ先　◇鳥取県 県民参画協働課　☎０８５７－２６－７２４８
　　　　　　　　　（ホームページアドレス　https://www.pref.tottori.lg.jp/sankaku-kyoudo/）
　　　　　　　　◇鳥取県西部総合事務所 県民福祉局 中山間地域振興チーム　☎３１－９６０６
※本事業の実施は令和４年２月定例県議会による予算の成立を条件とします。

ボランティア活動、地域づくり活動、NPO活動の総合的な支援を行っています。
団体の設立から運営上のお悩みについて、窓口対応や出張訪問でご相談に応じています。
◇事務支援（基盤強化セミナー、税理士や社会保険労務士等の専門家派遣など）
◇資金調達（助成金情報、寄付、寄付つき商品など）
◇ボランティアマッチング（とっとりプロボノ、夏のボランティア体験など）
そのほか、情報発信、オンライン活用、SDGsに関することなど　お気軽にお問い合わせください。

▼問い合わせ先　（公財）とっとり県民活動活性化センター（西部窓口：西部とっとり創生支援センター）
　　　　　　　　☎３１－９６９４　（ホームページアドレス　http://tottori-katsu.net/）

～令和新時代創造県民運動推進補助金（鳥取県）のご紹介～

【問い合わせ先】
　地域振興課　企画係　☎４７－１０２４

　今回ご紹介したもの以外にも地域づくりに取り組んでいる団体等の活動を支援するため、県などに
よるさまざまな助成メニューがあります。
　詳細は地域振興課企画係までご相談ください。

～とっとり県民活動活性化センターのご紹介～
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【申し込み・問い合わせ先】　長寿社会課　地域包括支援センター　☎４７－１１３１
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　世界経済フォーラムが公表した各国における男女格差を測る「ジェンダー
ギャップ（男女格差）指数２０２１」では、日本は１５６か国中１２０位
（２０２０年は、１５３か国中１２１位）でした。
　２０２０年と比べると、指数（スコア）、順位ともに、ほぼ横ばいとなっており、
先進国（Ｇ７各国※）の中で最低レベル、韓国や中国、東南アジア諸国より低
い結果となっています。評価が低い原因は、国会議員の男女比や官民の管理職
の女性比率など、政治や経済分野において女性のリーダー的立場への進出割合
が低いことにあります。（※Ｇ７各国…イギリス・フランス・ドイツ・イタリア・
アメリカ・カナダ・日本）
　私たちの身のまわりの「男女平等・男女格差」に目を向けてみましょう。私たちは、男性も女性も
協力し合って、平等のあり方を理解し、深めていかなくてはなりません。これからの社会においては、
さまざまな分野で、性差にとらわれることなく、リーダーシップを遺憾なく発揮することが求められ
ます。
　２０２２年は、私たち一人一人が、新たな気づきを大切にし、新たなアクション（行為・行動）へ
つなぐことで、「男女平等社会」に向けた努力をいっそう加速させたいものです。

 なかなか進まない？ 日本の「男女平等社会」
  ～ジェンダーギャップ指数2021　日本（国別順位）120位～

誰もが自分らしく
いきいきと暮らせるまちを目指して

【問い合わせ先】
　地域振興課　人権政策室
　☎４７－１１０２

 
 

みんなで拓く
人権文化 223

　アメリカで女性の労働条件改善を求めた
労働運動に端を発し、国際婦人年にあたる
1975年に国連は3月８日を「国際女性
デー」として定めました。「国際女性デー」
には、世界各地でジェンダー平等や女性へ
の暴力撤廃を求める集会などが開かれ、女
性が自分らしく輝ける社会の実現に向け、
さまざまな取り組みがなされています。
　コロナ禍で生活の不安やストレスによ
り、配偶者や恋人等からの暴力（DV）の
増加が心配されています。DVは人権侵害
であり、犯罪です。一人で悩まずご相談く
ださい。

▼ DV相談ナビ　　＃８
は れ れ ば

００８

▼ DV相談＋
・電話（２４時間受付）
　　　　　０１２０－２

つ な ぐ

７９－８
は や く

８９
・メール・チャット
　　　　　https://soudanplus.jp

▼鳥取県DV相談窓口
　「くらしの相談日」（２１ページ）の
　　　「DV相談」窓口をご覧ください。

３月８日は、

　「国際女性デー」です
　今年度も、「境港 ふれあい・ほっと ミーティング（人
権学習地区巡回講座）」を市内７会場で、検温・消毒・
換気、密にならないための人数制限等、感染予防の徹
底を図り、開催いたしました。
　定員いっぱいの会場もあり、各会場とも、市民の人
権意識の高まりを感じました。今年度は、ＤＶＤ作品
「話せてよかった～家庭からふりかえる人権～」を視
聴し、日常の中の思い込みによって生ずる問題につい
て振り返り、相互理解のためのコミュニケーションに
よって、その問題に向き合うことの大切さを考える機
会となりました。参加者の感想には、
・「すごく身近で、考えさせられる内容のビデオ作品
　だった。このような講座なら、また、参加したい。」
・「各場面で、いろいろと考えさせられる機会が得ら
　れ、とても良かった。帰ってから妻と話し合います。」
・「人権の講座が、ずいぶん分かりやすく、やさしい
　講座になっていて、驚きました。」
など、たくさんの声をお寄せいただきました。
　来年度も、「境港 ふれあい・ほっと ミーティング（人
権学習地区巡回講座）」の開催を予定しています。「人
権」について考えるよい機会です。お住いの近くの会
場で、ぜひ、ご参加ください。

家庭からふりかえる人権
～今年度の「人権学習地区巡回講座」を振り返って～
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犬の登録・狂犬病予防注射等についてお知らせします。
【犬を飼い始めたら「登録」をしましょう】
　狂犬病予防法により、生後９０日を経過した犬は登録（生涯１回）が必要です。
　他市町村から転入した時や、飼い主を変更した時にも届け出が必要です。

【犬の登録と注射済票の交付について】
　犬の登録・注射済票交付は、環境衛生課、①集合注射の会場および②県西部地区の動物病院（１４医院）
ですることができます。

【狂犬病予防注射を年１回受けさせましょう】
　飼い犬には狂犬病予防注射を毎年１回受けさせなければなりません。下表の日程で実施する①集合注
射もしくは、②県西部地区の動物病院で予防注射を受けてください。
※例年、集合注射時における咬傷事故や、興奮した飼い犬に引っ張られて飼い主が転倒するといった事
　例が発生しています。トラブルの予防および犬の健康状態を確認するためにも、動物病院で受けられ
　ることをお勧めします。

▼持参するもの（①集合注射、②動物病院いずれの場合でも）

　◇通知ハガキ（３月中旬に発送します）
　※通知ハガキ表面には「狂犬病予防注射における問診票」が
　　記載されています。事前に問診票への記入をお願いします。
　◇犬の登録手帳
　◇料金３，１００円
　　（注射費用２，５５０円、済票交付手数料５５０円）
　◇その他　新規登録が必要な場合・・・別途３，０００円
　　　　　　犬シール（県条例による標識）・・・別途８０円

▼①集合注射日程

▼②動物病院（鳥取県西部地区）
　予防注射が受けられる市内の動物病院は、
右表のとおりです。
　市外の動物病院については、市ホームページ
をご確認ください。

【飼い主の皆さんへのお願い】

◇犬の放し飼いは禁止されています。

◇散歩中のフンは必ず持ち帰りましょう。

◇迷い犬が保護された際に、飼い主を探す大事な手掛かりとなりますので、鑑札、注射済票を常時着用
　させ、所有者明示をしましょう。

◇最期まで愛情と責任を持って大切に飼いましょう。

【犬が死亡したら必ず届け出ましょう】
　飼い犬が死亡した際には、登録台帳からの抹消を行いますので、環境衛生課まで必ず届け出てください。

さかなと鬼太郎のまち 環境への取り組み

問い合わせ先　清掃センター　☎４２－３８０３　　　環境衛生課　脱炭素推進係　☎４７－１０６０

病院名 住所 連絡先

やじまアニマル
クリニック

外江町２３４８－１ ４７－１５５０

たかもり動物病院 上道町３７０６－２ ４４－８１７１

よしの犬猫病院 元町２３　丸美ビル１F ２１－７５４１

とき ところ

４月 ７日（木）

9:35～ 9:50 三軒屋町会館

10:10 ～ 10:40 渡公民館

11:00 ～ 11:30 外江公民館

13:30 ～ 14:00 余子公民館

14:20 ～ 14:50 中浜公民館

15:10 ～ 15:30 誠道公民館

４月１0日（日） 9:30～ 11:30 境港市役所

9　令和４年３月



　運転免許センターでは、看護師が一定の病気等の安全相

談や、タブレットを用いた認知症の簡易検査を行っていま

す。専門的知識を活かした相談対応や助言を行います。

　一定の病気とは、自動車等の安全な運転に支障を及ぼす

おそれがある以下の病気および症状を言います。

　◇統合失調症　　◇てんかん　　◇再発性の失神

　◇そううつ病　　◇認知症　　　◇無自覚性の低血糖症

　◇重度の眠気の症状を呈する睡眠障害

　◇アルコール、麻薬、あへんまたは覚せい剤の中毒者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

▼問い合わせ先

　西部地区運転免許センター　☎２２ー４６０７

　※不在の場合もありますので、相談ご希望のときはお問

　　い合わせください。

情報あらかると

境港警察署からのお知らせ境港警察署からのお知らせ
境港警察署　☎44－0110

看護師による安全運転相談
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境
港
史
話
『
温
故
知
新
』（

境
港
史
話
『
温
故
知
新
』（
5656
））

山
陰
鉄
道
発
祥
の
地
「
境
港
」

山
陰
鉄
道
発
祥
の
地
「
境
港
」

　

開
業
１
２
０
周
年

開
業
１
２
０
周
年 

そ
の
そ
の
②②

（
鉄
道
敷
設
と
港
湾
整
備
な
ど
）

（
鉄
道
敷
設
と
港
湾
整
備
な
ど
）

　こんにちは。地域おこし協力隊の矢本成年です。

　令和４年度も伯州綿栽培サポーターを募集します。

　サポーターには、市農業公社が指定する畑で、春の種

まき、夏場の除草、そして秋の収穫までを担当していた

だきます。伯州綿の栽培は、希望に応じて１畝（約２０

ｍ）から始めることができ、種や肥料は市農業公社が準

備します。

　栽培区画は平場とマルチシートをかけた区画がありま

す。マルチシート区画は綿の買取価格は下がりますが、

除草作業の負担が少ないので、畑作業が初めての人でも

参加しやすい区画となっています。お一人でもグループ

でも参加できます。

　また、サポーターが収穫した伯州綿は、市農業公社が

全量買い取り、市内で生まれた赤ちゃんへの「おくるみ」

や、１００歳を迎えられた高齢者への「ひざかけ」に加

工して、プレゼントしています。

　閉じこもりがちな昨今、この機会にアウトドアでの活

動で“汗 ”流しませんか。募集の詳細は市報４月号でお

知らせします。

　なお、市農業公社が収穫し

た伯州綿は、民間事業者等に

よりタオルやマスク（不織布

入り）、シャツ、布団などに

製品化されています。

地域おこし協力隊員だより
農政課　農業振興係　☎47－ 1049

地域地域

伯州綿

昭和５年完成の大型埠頭
九州炭運搬の岡田汽船鮮洋丸千トンほか接岸

境港第二期修築計画平面図
（外港に向かい鉄道敷設案あり）

市報さかいみなと　10



情報あらかると

消費生活相談室　☎47－ 1106 FAX 44－ 7957

237消費生活相談室です消費生活相談室です
水産商工課　経済交流係　☎47－ 1029

多  文  化  共  生多  文  化  共  生  vol.11

　こんにちは、国際交流員のクァンです。今回はベトナム

と日本のスーパーの違いについて紹介したいと思います。

　ベトナムでは、食材や飲み物など生活に必要なものはス

ーパーか、市場で買います。特に農村地域には、スーパー

があまりないため、市場で買い物することが多いです。ま

た、スーパーより市場の方が値段が安いので、利用者も比

較的多いです。

　日本とベトナムのスーパーの違いの一つは、手荷物の持

ち込みです。日本では、荷物を持ったままスーパーに入る

ことができますが、ベトナムでは、防犯上、財布や携帯電

話などの貴重品を除き、バッグや荷物は入り口周辺のカウ

ンターで預けなければいけません。荷物を警備員に渡し、

番号の付いたロッカーの鍵をもらいます。買い物終了後、

鍵を返せば、預けた荷物を受け取ることができます。

　次に、商品の売り方です。日本では、牛乳は冷蔵して売

られていますが、ベトナムでは、牛乳は常温の棚に並べて

あります。

　また、ベトナムのスーパーでは、野菜や果物、お肉、魚

などほとんどの生鮮食品が量り売りです。日本では、野

菜がパックや袋詰めさ

れ、全部値段が貼って

ありますが、ベトナム

では、自分の買いたい

分だけをビニール袋に

入れ、計量コーナーで

重さに応じた値段の付

いたラベルを貼っても

らいます。

　「～新春～健康まつり」を１月１６日（日）～２８

日（金）の期間に開催し、健康クイズや健康チャレン

ジ、健康に関する展示などを行いました。自身の健康

について見直すきっかけになればと思います。

　なお、１月１６日（日）に実施する予定だった講演

会は、新型コロナウイルス流行拡大を踏まえて中止し

ました。代わりにＹｏｕＴｕｂｅで配信していますの

で、ぜひご覧ください。

◇内容

　「小中高生におけるスポーツ障害の予防とケア」

～成長期の身体の特徴を知って負担のかからない動き

　を身につけましょう～　

　成長期に起こりやすいけが、その対処法などについ

ての話やストレッチなど実際に活用できる実演も盛り

込んでいます。

◇講師　元町病院　整形外科　藤瀨一臣　医師

　　　　　　　　理学療法士　田村　淳　氏

◇アクセスはこちら

　講演（前半）　　　　　　講演（後半）

▼問い合わせ先　健康推進課　☎４７－１０４２

保健師の
　　  ちょっと一言
令和3年度健康まつりを開催しました

　民法が改正され、２０２２年４月１日から成年年齢が

２０歳から１８歳に引き下げられます。

《一人で契約できる》

　未成年者の契約には、原則、親などの法定代理人の同意

が必要ですが、成年になると、契約を一人で結ぶことがで

きるようになります。

《未成年者取消権は使えません》

　未成年者が法定代理人の同意を得ずに契約した場合、未

成年者取消権によってその契約を取り消すことができます

が、成年になってから結んだ契約は取り消すことができな

くなります。

《若者をねらう悪質業者には注意！》

　契約に関する知識や、社会経験が少ないことに付け込ん

で勧誘してくる悪質業者も少なくありません。

《若者をねらう主な手口》

◇「簡単にもうかる」という、ネット情報や友人からの甘

　い誘い

◇マッチングアプリで知り合いになり、好意を抱かせた後

　に高額な商品を契約させる手口

◇「無料エステ体験」を利用後、高額な有料エステの契約

　をせまる強引な勧誘

【トラブルにあわないために】

◇「簡単にもうかる」「手軽にキレイ・やせる」などの広

　告や説明はうのみにせず、安易に契約しない！

◇契約する前に、その内容をよく確認し、本当に必要な契

　約かどうかを冷静に考える！

◇契約するつもりがなければ、しつこく勧誘されても「契

　約はしない」ときっぱり断る！

１８歳から大人！

好きな量をビニール袋に入れて買う

ベトナムの買い物事情

  

11　令和４年３月



informationinformation

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ 

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

　

感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
掲

　

載
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
等

　

が
急
遽
中
止
や
延
期
と
な
る
場
合

　

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合

　

わ
せ
先
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
・

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
健
康
保
険
証
利
用
の

申
し
込
み
受
付
窓
口

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち

の
人
を
対
象
に
、
最
大
５
千
円
分
の

ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る
「
マ
イ
ナ
ポ

イ
ン
ト
事
業
」
を
、
国
が
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

市
で
は
、「
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
」

申
し
込
み
受
付
窓
口
を
開
設
し
て
い

ま
す
。　

ま
た
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
「
健
康
保
険
証
」
と
し
て
利
用

で
き
る
よ
う
に
す
る
「
健
康
保
険
証

利
用
申
込
」
に
つ
い
て
も
、
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち

で
、「
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
」
や
「
健

康
保
険
証
」
の
利
用
の
申
し
込
み
を

希
望
す
る
人
や
関
心
が
あ
る
人
は
、

ぜ
ひ
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

※
事
前
に
市
民
課
で
の
手
続
き
が
必

　

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か

　

じ
め
総
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

▼
受
付
時
間

◇
平
日
（
市
役
所
開
庁
日
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

◇
３
月
13
日
（
日
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
０
時
30
分

▼
と
こ
ろ

◇
平　

日　

総
務
課
窓
口

◇
３
月
13
日
（
日
）　

市
民
課
窓
口

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
行
政
係
☎
47
‐
１
０
０
７

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

日
曜
交
付
窓
口
の
開
設

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請

し
、「
個
人
番
号
カ
ー
ド
受
け
取
り

に
つ
い
て
（
お
知
ら
せ
）」
が
届
い

た
人
は
、
申
請
者
本
人
が
来
庁
し
、

受
け
取
り
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
カ
ー
ド
は
受
け
取
り
期
限
を
過

ぎ
て
も
保
管
し
て
い
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
補

助
（
写
真
撮
影
無
料
）、
電
子
申
請

書
の
更
新
、
保
険
証
利
用
の
登
録
も

で
き
ま
す
。

　

な
お
、
混
み
合
う
事
が
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
日
時　

３
月
13
日
（
日
）

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
０
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

市
民
課
窓
口

▼
必
要
書
類

◇
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
・
電
子
証

　

明
書
発
行
通
知
書
兼
照
会
書

◇
通
知
カ
ー
ド

◇
本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
等
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
市
民
係
☎
47
‐
１
０
３
３

住
所
異
動
の
届
出
を

忘
れ
ず
に
！

　

入
学
・
就
職
・
転
勤
等
に
よ
る
引
っ

越
し
で
、
住
所
を
異
動
す
る
人
は
、

「
正
確
な
住
所
の
届
出
」
が
必
要
で

す
。

　

住
民
票
の
住
所
の
異
動
届
は
、
国

民
健
康
保
険
や
国
民
年
金
の
資
格
の

確
認
や
、
選
挙
人
名
簿
へ
の
登
録
な

ど
に
つ
な
が
る
大
切
な
手
続
き
で

す
。

　

ま
た
、本
人
確
認
書
類
と
な
る「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」
の
「
住
所
」

等
は
、
最
新
の
も
の
に
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

▼
転　

出

　

転
出
前
に
転
出
届
を
行
い
、「
転

出
証
明
書
」
を
受
け
取
り
ま
す
。

▼
転　

入

　

転
入
し
た
日
か
ら
14
日
以
内
に

「
転
出
証
明
書
」
を
添
え
て
転
入
届

を
行
い
ま
す
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
用
し

　

て
の
転
出
・
転
入
で
は
、「
転
出

　

証
明
書
」
が
不
要
な
場
合
が
あ
り

　

ま
す
。

▼
転
居
（
市
内
の
異
動
）

　

転
居
し
た
日
か
ら
14
日
以
内
に
転

居
届
を
行
い
ま
す
。

▼
届
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課　

市
民
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
３
３

水
道
も
お
引
っ
越
し
を

　

引
っ
越
し
す
る
３
〜
４
日
前
ま
で

に
、
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
際
に
「
領
収
書
」
や
「
水
道

使
用
水
量
・
料
金
等
の
お
知
ら
せ
」

に
記
載
の
お
客
さ
ま
番
号
を
お
知
ら

せ
頂
く
と
、
お
待
た
せ
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

米
子
市
水
道
局　

境
港
営
業
所

　
　
　
　
　
　
　

☎
42
‐
３
０
８
０

献
血
に
ご
協
力
を

▼
と
き
・
と
こ
ろ

◇
３
月
９
日
（
水
）

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

◇
３
月
11
日
（
金
）

　

正
午
〜
午
後
４
時

　

境
港
商
工
会
議
所

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

献
血
ル
ー
ム
ひ
え
づ

　
　
　
　
　
　
　

☎
27
‐
１
７
２
４

指
定
金
融
機
関
市
役
所

内
派
出
所
の
廃
止

　

３
月
31
日
（
木
）
で
廃
止
と
な
り

ま
す
。

　

廃
止
後
の
市
役
所
で
の
税
金
等
の

納
付
は
、出
納
室
で
受
け
付
け
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

出
納
室　

☎
47
‐
１
０
７
９

有　

料　

広　

告
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１
１
９
番
通
報
が
繋
が
ら

な
い
時
間
が
あ
り
ま
す

　

電
話
交
換
機
工
事
が
行
わ
れ
る
た

め
、
１
１
９
番
通
報
が
繋
が
ら
な
く

な
り
ま
す
。

　

こ
の
時
間
に
１
１
９
番
通
報
を
し

て
も
繋
が
ら
な
い
場
合
は
、
１
１
９

番
を
か
け
直
す
か
、
指
令
課
に
お
か

け
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き　

３
月
11
日
（
金
）

　

午
前
１
時
〜
２
時
の
う
ち
約
３
分

間▼
不
通
時
の
通
報
・
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合

　

消
防
局　

指
令
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
35
‐
１
９
６
０

自
動
車
事
故
被
害
者
救
済
制
度

　

国
土
交
通
省
と
独
立
行
政
法
人
自

動
車
事
故
対
策
機
構
で
は
、
自
動
車

事
故
を
原
因
と
し
て
介
護
を
必
要
と

す
る
重
度
後
遺
障
が
い
者
と
そ
の
家

族
の
、
経
済
的
・
精
神
的
負
担
の
軽

減
を
図
る
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
国
土
交
通
省

◇
短
期
入
院
・
短
期
入
所
協
力
事
業

◇
介
護
者
な
き
後
に
備
え
る
た
め
の

　

情
報
提
供

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

国
土
交
通
省　

自
動
車
局

　

保
証
制
度
参
事
官
室

　

☎
03
‐
５
２
５
３
‐
８
１
１
１

　
　

内
線
４
１
４
１
８

●h
ttp

://w
w
w
.m
lit.g

o
.jp
/jid

o

　

sh
a
/a
n
ze
n
/0
4
re
lie
f/a

c
c
id
e

　

n
t/a

fte
re
ffe

c
t.h

tm
l

▼
自
動
車
事
故
対
策
機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｓ

Ｖ
Ａ
）

◇
介
護
料
の
支
給

◇
短
期
入
院
・
短
期
入
所
費
用
助
成　

※
対
象
は
介
護
料
受
給
者

◇
介
護
相
談
・
訪
問
支
援

※
対
象
は
介
護
料
受
給
者

◇
療
護
施
設
の
設
置
・
運
営

◇
交
通
遺
児
等
貸
付
制
度

◇
介
護
者
な
き
後
に
備
え
る
た
め
の

　

情
報
提
供
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

自
動
車
事
故
対
策
機
構
鳥
取
支
所

　

☎
０
８
５
７
‐
24
‐
０
８
０
２

●h
ttp

://w
w
w
.n
a
sv
a
.g
o
.jp
/

　

sa
sa
e
ru
/in
d
e
x
.h
tm

l

※
介
護
者
な
き
後
に
備
え
る
た
め
の

　

情
報
提
供
に
つ
い
て
は
、
国
土
交

　

通
省
と
（
独
）
自
動
車
事
故
対
策

　

機
構
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

▼
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｖ
Ａ
交
通
事
故
被
害
者

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

全
国
の
交
通
事
故
被
害
者
と
そ
の

家
族
等
へ
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｖ
Ａ
の
支
援

制
度
や
相
談
先
に
お
困
り
の
場
合
に

各
種
無
料
で
相
談
で
き
る
窓
口
を
電

話
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
　

☎
０
５
７
０
‐
０
０
０
７
３
８

入
札
結
果
の
公
表

　

予
定
価
格
が
１
千
万
円
以
上
の
入

札
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

管
理
課　

管
理
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
７
６

農
業
委
員
会
情
報

【
農
地
の
転
用
に
つ
い
て
】

　

農
地
を
農
地
以
外
の
も
の
に
す
る

こ
と
を
「
農
地
転
用
」
と
い
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
畑
や
田
を
整
地
し
て
住

宅
な
ど
を
建
築
し
た
り
、
駐
車
場
に

す
る
こ
と
、
ま
た
作
業
小
屋
等
の
農

業
用
施
設
の
建
築
等
が
該
当
し
ま
す
。

　

農
地
転
用
を
す
る
場
合
、
農
地
法

に
基
づ
く
許
可
が
必
要
で
す
。（
市

街
化
区
域
の
場
合
は
届
出
）

　

ま
た
、
過
去
に
住
宅
な
ど
を
建
築

し
、
地
目
が
畑
等
の
ま
ま
に
な
っ
て

い
る
場
合
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、

法
務
局
で
の
地
目
変
更
の
手
続
き
を

忘
れ
ず
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

許
可
申
請
、
届
出
は
、
農
業
委
員

会
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

頂
く
か
、
農
業
委
員
会
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局（
農
政
課
内
）

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
５
３

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ

【
入
浴
の
お
知
ら
せ
】

▼
男
湯　

火
・
水
・
金
・
土
・
日

▼
女
湯　

月
・
木

※
西
側
浴
場
の
み
の
営
業
の
た
め
、

　

曜
日
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
レ
デ
ィ
ー
ス
デ
イ
】

　

女
性
の
入
館
者
は
割
引

▼
と　

き　

毎
月
第
2
・
3
月
曜
日

◇
大　

人　

５
２
０
円
↓
３
０
０
円

◇
小
中
学
生
２
６
０
円
↓
１
０
０
円

【
シ
ル
バ
ー
デ
イ
】

　

65
歳
以
上
の
入
館
者
は
割
引

▼
と　

き　

毎
月
第
2
・
3
水
曜
日

◇
65
歳
以
上
５
２
０
円
↓
３
０
０
円

◇
70
歳
以
上
３
１
０
円
↓
３
０
０
円

【
そ
の
他
の
各
種
割
引
】

▼
家
族
割
引

　

家
族
連
れ
の
小
・
中
学
生
は
割
引

◇
小
中
学
生
２
６
０
円
↓
１
０
０
円

▼
誕
生
日
割
引

　

誕
生
日
の
人
は
入
浴
料
が
無
料

（
要
証
明
）

【
薬
湯
の
日
】

◇
毎
週
月
曜
日

【
お
知
ら
せ
】

　

６
月
30
日
（
木
）
を
も
っ
て
営
業

を
終
了
し
ま
す
。
営
業
終
了
ま
で
に

使
い
切
れ
な
い
回
数
券
は
、
受
付
で

払
い
戻
し
が
可
能
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ

　
　
　
　
　
　
　

☎
44
‐
４
０
６
０

informationinformation

有　

料　

広　

告

種別 解体

工事名
（業務名）

市営住宅
誠道団地

解体第１期・
第２期工事
（その２）

入札日 1月 17日

予定価格 16,335千円

落札額 16,280千円

落札率 99.7％

落札者 境港土建㈱

WebWeb

13　令和４年３月



informationinformation

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の

受
給
に
は
申
請
が
必
要
で
す

　

ひ
と
月
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

額
が
負
担
上
限
額
を
超
え
た
場
合
、

申
請
に
よ
り
、
超
え
た
分
を
高
額
介

護
サ
ー
ビ
ス
費
と
し
て
受
給
で
き
ま

す
。
一
度
申
請
す
る
と
、
以
後
は
対

象
月
に
自
動
的
に
振
り
込
ま
れ
ま

す
。

　

初
め
て
対
象
に
な
っ
た
際
に
申
請

書
を
送
付
し
て
い
ま
す
が
、
申
請
が

な
い
ま
ま
未
支
給
と
な
っ
て
い
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
ご
不
明
な
点
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
社
会
課　

介
護
保
険
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
３
８

第
３
回
こ
こ
ろ
の
学
習
会

　

精
神
障
が
い
者
家
族
会
に
よ
る
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
と　

き　

３
月
19
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
浜
の
里
）

▼
講　

師

相あ
い

見み

槻つ
き

子こ

さ
ん
（
元
鳥
取
県
精
神

障
害
者
家
族
会
会
長
）

▼
テ
ー
マ

　

こ
こ
ろ
の
病
を
抱
え
る
人
の
家
族

か
ら
の
相
談
に
対
し
て
の
心
構
え
に

つ
い
て

※
要
事
前
申
し
込
み
。

▼
定　

員

20
人

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課　

保
健
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
４
２

定
期
演
奏
会
＆
コ
ン
サ
ー
ト

【
第
25
回
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
少
年
少
女

合
唱
団
・
シ
ー
サ
イ
ド
☆
音
魚
人
定

期
演
奏
会
＆
第
30
回
境
港
市
ピ
ア
ノ

コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
者
コ
ン
サ
ー
ト
】

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
少
年
少
女
合
唱
団
・

シ
ー
サ
イ
ド
☆
音
魚
人
が
、
日
頃
の

練
習
の
成
果
を
披
露
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
受

賞
者
に
よ
る
ピ
ア
ノ
演
奏
も
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き　

３
月
13
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

文
化
ホ
ー
ル

▼
内　

容

◇
合
唱
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
森
は
生

　

き
て
い
る
」

◇
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
者
に
よ

　

る
ピ
ア
ノ
演
奏

▼
入
場
料　

大
人
５
０
０
円

※
高
校
生
以
下
無
料
（
要
整
理
券
）

▼
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
い　

文
化
ホ
ー
ル

【
団
員
募
集
】

　

童
謡
か
ら
ア
ニ
メ
・
映
画
音
楽
ま

で
、
い
ろ
ん
な
歌
を
い
っ
し
ょ
に
歌

い
ま
せ
ん
か
。

▼
対　

象

　

境
港
市
近
隣
の
小
学
生
〜
高
校
生

※
幼
稚
園
・
保
育
園
年
長
児
要
相
談

▼
練
習
日

　

毎
週
土
曜
日　

午
後
４
時
〜
６
時

※
中
学
生
以
上　

午
後
６
時
〜
７
時

▼
練
習
場
所　

上
道
公
民
館

※
入
団
に
は
、
年
会
費
、
保
護
者
会

　

費
、
制
服
代
な
ど
が
必
要
で
す
。

▼
入
団
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課　

文
化
体
育
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
９
３

境
港
市
交
通
安
全
指
導
員

　

通
学
路
等
の
交
通
量
の
多
い
道
路

に
お
い
て
、
児
童
等
の
保
護
誘
導
お

よ
び
安
全
な
通
行
の
確
保
や
、
一
般

歩
行
者
・
自
転
車
利
用
者
に
対
す
る

交
通
誘
導
を
行
う
交
通
安
全
指
導
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
応
募
資
格

　

市
内
に
居
住
し
、
活
動
に
参
加
可

能
な
人

▼
活
動
概
要

◇
主
に
登
下
校
時
間
帯
の
通
学
路
等

　

に
お
け
る
交
通
誘
導

◇
交
通
安
全
運
動
期
間
中
の
行
事
へ

　

の
参
加

◇
小
学
校
自
転
車
教
室
へ
の
参
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

▼
そ
の
他

◇
活
動
に
必
要
な
被
服
等
は
貸
与
し

　

ま
す
。

◇
活
動
中
の
怪
我
等
は
、
市
が
加
入

　

す
る
保
険
に
よ
り
補
償
さ
れ
ま
す
。

◇
年
度
末
に
報
償
金
を
お
支
払
い
し

　

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

自
治
防
災
課　

自
治
防
災
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
２
３

有　

料　

広　

告
520

区分 負担上限額（月額）

課税所得690万円（年収約1,160万円）以上
の65歳以上の人がいる世帯

140,100円
（世帯）

課税所得380～ 690万円（年収約770～
1,160万円）未満の65歳以上の人がいる世帯

93,000円（世帯）

市民税課税世帯～課税所得380万円（年収約
770万円）未満の65歳以上の人がいる世帯

44,400円（世帯）

世帯の全員が市民税非課税 24,600円（世帯）

前年の公的年金等収入金額＋その他の
合計所得金額の合計が80万円以下

15,000円（個人）

生活保護受給者 15,000円（世帯）

催催 

しし

募募 

集集
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出
張
え
ん
ト
リ
ー

　

え
ん
ト
リ
ー
は
鳥
取
県
が
開
設
し

た
、
結
婚
を
希
望
す
る
独
身
男
女
の

会
員
制
お
見
合
い
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

会
員
登
録
後
、
お
相
手
の
写
真
付

き
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
閲
覧
し
、
気
に

な
る
人
へ
お
見
合
い
の
申
し
込
み
が

で
き
ま
す
。

　

こ
の
度
、
え
ん
ト
リ
ー
が
境
港
市

に
出
張
し
ま
す
。
ご
家
族
か
ら
の
相

談
も
可
能
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

※
完
全
予
約
制
で
す
。
会
員
登
録
に

　

必
要
な
書
類
等
の
詳
細
は
、
ご
予

　

約
時
に
説
明
し
ま
す
。

▼
と　

き

3
月
20
日
（
日
）

午
後
１
時
〜
４
時
45
分

※
最
終
受
付　

午
後
４
時

※
１
人
当
た
り
最
大
45
分
間

▼
登
録
料　

１
万
円
（
２
年
間
）

▼
内　

容

①
会
員
新
規
・
更
新
登
録

②
相
談
・
登
録
・
利
用
方
法
等
説
明

③
お
相
手
閲
覧
（
既
会
員
の
み
）

▼
と
こ
ろ

　

境
港
商
工
会
議
所　

２
階　

経
営

支
援
室

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

え
ん
ト
リ
ー
米
子
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
　
　
　

☎
30
‐
３
４
４
３

●y
-e
n
try

@
d
u
n
e
.o
c
n
.n
e
.jp

※
平
日　

午
前
10
時
〜
午
後
８
時

　

土
日
祝　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

　

（
月
・
金
曜
日
は
定
休
日
）

多
文
化
共
生
講
座
受
講
生

「
地
域
に
生
き
る
外
国
人
。
地
域
を

活
か
す
外
国
人
。」

　

江
津
市
で
地
域
に
住
む
外
国
人
に

寄
り
添
い
、
彼
ら
彼
女
ら
と
交
流
・

支
援
を
し
て
い
る
山
藤
さ
ん
。
山
藤

さ
ん
の
経
験
を
聞
き
、
私
た
ち
の
身

近
に
い
る
外
国
人
が
ど
の
よ
う
な
生

活
を
し
て
い
る
か
、
同
じ
地
域
に
住

む
住
民
と
し
て
何
が
で
き
る
の
か
を

考
え
ま
せ
ん
か
。

▼
と　

き　

３
月
22
日
（
火
）

　
　
　

午
後
７
時
30
分
〜
８
時
30
分

▼
開
催
方
法

　

会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）

同
時
開
催

▼
会　

場

　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
２
階
研
修
室

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

　

状
況
に
よ
っ
て
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン

　

の
み
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
講　

師

　

山
藤
美
之
さ
ん
（
日
本
語
交
流
ク

ラ
ブ　

Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
☆
ワ
ン
ハ
ー
ト
）

▼
申
し
込
み
方
法

　

氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス（
来
場
の
場
合
は
任
意
）

を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限　

３
月
16
日
（
水
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

水
産
商
工
課　

経
済
交
流
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
２
９

●su
isa

n
@
c
ity

.sa
k
a
im
in
a
to
.

lg
.jp

日
本
語
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

動
画
コ
ン
テ
ス
ト
視
聴
者

　

市
内
で
生
活
す
る
外
国
人
を
対
象

に
実
施
す
る
動
画
コ
ン
テ
ス
ト
の
結

果
お
よ
び
入
賞
作
品
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
公
開
し
ま
す
。

▼
と　

き

　

４
月
３
日
（
日
）
午
後
１
時

▼
と
こ
ろ

　

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ　

Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
で

配
信
（
予
定
）

※
事
前
に
申
し
込
み
さ
れ
た
人
に
、

　

視
聴
用
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
送
付
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
方
法

　

氏
名
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
居
住

地
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限　

３
月
28
日
（
月
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

水
産
商
工
課　

経
済
交
流
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
２
９

●su
isa

n
@
c
ity

.sa
k
a
im
in
a
to
.

lg
.jp

※
動
画
作
品
募
集
に
つ
い
て
は
、
こ

　

ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●h
ttp

s://w
w
w
.c
ity

.sa
k
a
im
i

n
a
to
.lg
.jp
/in
d
e
x
.p
h
p
?
v
ie
w

=
1
1
2
1
2
7

小
規
模
修
繕
等
契
約

希
望
者

　

市
が
発
注
す
る
20
万
円
未
満
の
小

規
模
な
修
繕
工
事
な
ど
に
つ
い
て
、

令
和
４
年
度
の
受
注
希
望
者
の
登
録

受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す
。

▼
登
録
の
要
件

◇
市
内
に
事
業
所
ま
た
は
住
所
が
あ

　

る
こ
と

◇
境
港
市
建
設
工
事
入
札
参
加
資
格

　

に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

◇
希
望
す
る
業
種
を
履
行
す
る
た
め

　

に
必
要
な
資
格
・
許
可
を
有
し
て

　

い
る
こ
と

◇
市
税
に
滞
納
が
な
い
こ
と

◇
暴
力
団
員
と
密
接
な
関
係
を
有
す

　

る
も
の
で
は
な
い
こ
と

▼
申
し
込
み
方
法

　

申
請
書
（
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
な
書

類
を
添
付
し
、
持
参
ま
た
は
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
間　

随
時

▼
登
録
の
有
効
期
間

　

４
月
１
日
（
登
録
日
）
〜
来
年
３

月
31
日

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

管
理
課　

管
理
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
７
３

informationinformation
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informationinformation

職
業
訓
練
受
講
生

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
安
定
し
た

就
職
を
目
指
す
人
へ
向
け
た
職
業
訓

練
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
訓
練
科

①
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
科

②
簿
記
速
習
科
（
短
期
間
・
短
時
間
）

▼
概　

要

①
ア
パ
レ
ル
業
界
等
で
即
戦
力
と
な

　

る
衣
服
関
係
の
知
識
や
裁
縫
な
ど

　

の
技
術
を
習
得
し
ま
す
。（
フ
ァ
ッ

　

シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
能
力
検
定
３
級
、

　

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
販
売
能
力
検
定
３

　

級
）

②
企
業
の
経
理
部
門
に
お
け
る
基
本

　

的
な
経
理
事
務
を
身
に
つ
け
、
早

　

期
就
職
を
目
指
し
ま
す
。（
日
商

　

簿
記
検
定
３
級
）

▼
訓
練
期
間

①
３
月
29
日（
火
）〜
８
月
３
日（
水
）

②
３
月
29
日（
火
）〜
４
月
15
日（
金
）

▼
訓
練
場
所

①
米
子
文
化
服
装
専
門
学
校
（
米
子

　

市
錦
町
）

②
ほ
う
き
塾
（
倉
吉
市
山
根
）

※
い
ず
れ
も
無
料
駐
車
場
あ
り

▼
定　

員　

①
８
人　

②
12
人

▼
応
募
期
限
（
①
②
共
通
）

　

３
月
16
日
（
水
）
正
午

▼
応
募
資
格　

就
職
を
希
望
す
る
人
。

　

な
お
、
②
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受

け
シ
フ
ト
が
減
少
し
た
人
や
休
業
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
在
職
中
の
人

も
受
講
可
能
な
特
例
コ
ー
ス
で
す
。

▼
受
講
料　

無
料

　

（
テ
キ
ス
ト
代
等
は
実
費
）

▼
そ
の
他

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
を
し
て
い
ま
す
。

▼
参　

考

　

雇
用
保
険
受
給
者
以
外
は
、
一
定

の
条
件
を
満
た
せ
ば
職
業
訓
練
受
講

給
付
金
を
受
給
し
な
が
ら
受
講
で
き

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米
子　

　
　
　
　
　
　
　

☎
33
‐
３
９
１
１

※
鳥
取
労
働
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

　

ら
、
県
内
の
職
業
訓
練
一
覧
な
ど

　

の
情
報
が
確
認
で
き
ま
す
。

●h
ttp

s://j.m
p
/2
M
0
3
K
5
f

因
伯
シ
ル
バ
ー
大
会
出
場
者

　

第
30
回
（
令
和
４
年
度
）
因
伯
シ

ル
バ
ー
大
会
は
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化

活
動
を
通
し
て
、
県
内
の
高
齢
者
同

士
の
交
流
の
輪
を
広
め
、
健
康
と
仲

間
づ
く
り
、
生
き
が
い
づ
く
り
を
促

進
す
る
と
と
も
に
、
第
34
回
全
国
健

康
福
祉
祭
神
奈
川
・
横
浜
・
川
崎
・

相
模
原
大
会
（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
か

な
が
わ
２
０
２
２
）
の
派
遣
選
手
選

考
会
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格

　

県
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
人
（
昭

和
38
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
の

人
）

▼
と　

き　

５
月
上
〜
中
旬

※
種
目
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

▼
と
こ
ろ

　

米
子
市
を
中
心
と
し
た
各
会
場

▼
競
技
種
目

　

卓
球
、
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、

ペ
タ
ン
ク
、
ゴ
ル
フ
、
弓
道
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
囲
碁
、
将
棋
、

健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン

▼
応
募
方
法

　

参
加
申
込
書
に
記
入
し
、
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
参
加
申
込
書
は
３
月
上
旬
か
ら
長

　

寿
社
会
課
窓
口
で
配
布
し
ま
す

▼
申
込
期
限　

４
月
15
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

〒
６
８
９
‐
０
２
０
１

　

鳥
取
市
伏
野
１
７
２
９
番
地
５

　

県
立
福
祉
人
材
研
修
セ
ン
タ
ー
内

　

鳥
取
県
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
０
８
５
７
‐
59
‐
６
３
３
２

　

●
０
８
５
７
‐
59
‐
６
３
４
０

●
「
鳥
取
こ
と
ぶ
き
ネ
ッ
ト
」
で
検

　

索
し
て
く
だ
さ
い
。

総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員

　

「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」

と
は
、
複
数
の
種
目
を
、
様
々
な
世

代
の
人
た
ち
が
、
興
味
・
関
心
や
競

技
レ
ベ
ル
を
問
わ
ず
に
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
こ
と
を
目
的
に
、
地
域
住

民
が
主
体
と
な
っ
て
運
営
さ
れ
て
い

る
団
体
で
す
。

　

市
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
主
体

的
な
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
こ
れ

ら
の
活
動
の
普
及
・
啓
発
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課　

文
化
体
育
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
９
２

【
ウ
ル
ト
ラ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
】

▼
対　

象　

３
歳
〜
小
学
４
年
生

▼
と　

き　

毎
月
第
４
日
曜
日

　
　
　
　
　

午
前
11
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ　

幸
神
体
育
館

▼
内　

容

　

体
操
教
室
（
鉄
棒
、と
び
箱
、マ
ッ

ト
運
動
、
な
わ
と
び
、
逆
立
ち
ほ
か
）

※
た
い
い
く
教
室
体
験
会

▼
と　

き　

３
日
27
日
（
日
）　

　
　
　
　
　

午
前
11
時
〜
正
午

※
受
付　

午
前
10
時
45
分
〜

▼
と
こ
ろ　

幸
神
体
育
館

▼
対　

象　

３
歳
〜
小
学
３
年
生

▼
内　

容

　

体
育
（
鉄
棒
、
と
び
箱
、
マ
ッ
ト

運
動
ほ
か
）

▼
準
備
品

　

上
靴
、
運
動
が
で
き
る
服
装
、
タ

オ
ル
、
飲
み
物

▼
参
加
費　

無
料

▼
定
員
（
先
着
順
）

10
人

▼
申
込
締
切　

３
日
22
日
（
火
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

ウ
ル
ト

ラ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　

☎
57
‐
５
１
７
０

●u
ltra

-c
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se
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.c
h
u
k
a
i.n
e
.jp
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informationinformation

海
上
保
安
官

【
海
上
保
安
学
校
学
生
採
用
試
験（
特

別
）】（
10
月
入
校
）

▼
と　

き

◇
１
次
試
験　

５
月
15
日
（
日
）

▼
受
付
期
間
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）

　

３
月
18
日
（
金
）
〜
25
日
（
金
）

【
海
上
保
安
官
採
用
試
験（
初
任
科
）】

（
４
月
入
校
）

▼
と　

き

◇
１
次
試
験　

６
月
５
日
（
日
）

▼
受
付
期
間
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）

　

３
月
18
日（
金
）〜
４
月
４
日（
月
）

※
受
験
資
格
等
の
詳
細
は
、
海
上
保

　

安
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

　

さ
い

●h
ttp

s://w
w
w
.k
a
ih
o
.m
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o

.jp
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e
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n
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▼
問
い
合
わ
せ
先

　

境
海
上
保
安
本
部　

管
理
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
42
‐
２
５
３
２

納
税
相
談

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
を
受
け
た
人
へ
の
猶
予
制
度
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
収
入
が
減
少
し
た
場
合

に
、
無
担
保
・
延
滞
金
な
し
で
納
税

の
猶
予
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

▼
対
象
者

　

収
入
が
前
年
若
し
く
は
前
々
年
同

月
と
比
べ
て
20
％
以
上
減
少
し
て
い

て
、
か
つ
一
時
に
納
付
で
き
な
い
者

▼
申
請
対
象

◇
令
和
２
年
度
徴
収
猶
予
許
可
分

◇
令
和
３
年
度
課
税
分

▼
申
請
期
限　

納
期
限
ま
で

　

詳
し
い
内
容
は
お
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

【
夜
間
の
納
税
相
談
】

　

仕
事
な
ど
で
、
平
日
の
昼
間
に
市

税
の
納
付
や
相
談
に
来
ら
れ
な
い
時

は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き　

３
月
31
日
（
木
）

　
　
　
　
　

４
月
28
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
５
時
15
分
〜
８
時

▼
と
こ
ろ　

収
税
課
窓
口

▼
取
り
扱
い
税
目

　

個
人
住
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
法

人
市
民
税

※
納
税
通
知
書
等
を
紛
失
し
納
め
る

　

金
額
が
わ
か
ら
な
い
時
は
、
あ
ら

　

か
じ
め
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

収
税
課　

滞
納
整
理
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
２
０

よ
な
ご
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
出
張
相
談

　

「
自
分
に
は
ど
ん
な
職
業
が
向
い

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
」「
働
く
た
め

の
一
歩
が
踏
み
出
せ
な
い
」
な
ど
、

今
の
思
い
を
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対　

象

　

お
お
む
ね
15
〜
49
歳
の
お
仕
事
を

探
し
て
い
る
人
や
そ
の
家
族
。

▼
と　

き

　

３
月
11
日
（
金
）、
25
日
（
金
）

　

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

※
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

※
当
日
は
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
く
だ

　

さ
い
。

▼
と
こ
ろ

◇
３
月
11
日
（
金
）

　

上
道
公
民
館

◇
３
月
25
日
（
金
）

　

市
役
所　

第
２
会
議
室

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

よ
な
ご
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　

☎
21
‐
５
６
７
８

●y
o
n
a
g
o
-sa

p
o
@
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u
k
y
o
u
.g
r

.jp

事
業
承
継
個
別
相
談
会

　

事
業
を
引
き
継
ぎ
た
い
が
手
続
き

が
複
雑
そ
う
、
後
継
者
が
い
な
い
が

会
社
は
存
続
さ
せ
た
い
。

　

市
と
商
工
会
議
所
で
は
、
事
業
主

の
皆
さ
ん
が
抱
え
る
事
業
承
継
の
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
に
関
す
る
個
別
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
会
社
の
将
来
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
と　

き　

３
月
17
日
（
木
）

　

午
後
１
時
〜
４
時（
完
全
予
約
制
）

▼
と
こ
ろ

　

境
港
商
工
会
議
所　

２
階
相
談
室

▼
相
談
員

　

田
原
明
夫
さ
ん
（
中
小
企
業
診
断

士
）

▼
申
込
期
限　

開
催
日
の
前
日

※
た
だ
し
、
定
員
（
２
人
）
に
な
り

　

次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
先

　

境
港
商
工
会
議
所　

相
談
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
44
‐
１
１
１
１

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

水
産
商
工
課　

商
工
振
興
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
５
６

県
立
境
港
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

【
生
涯
現
役
お
仕
事
相
談
日
】

60
歳
以
上
の
人
の
雇
用
の
場
を
提

供
す
る
「
生
涯
現
役
求
人
」
を
中
心

に
お
仕
事
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と　

き　

毎
週
木
曜
日

▼
と
こ
ろ

　

県
立
境
港
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

【
火
曜
ナ
イ
タ
ー
お
仕
事
相
談
会　

㏌　

プ
ラ
ン
ト
５
】

　

正
規
雇
用
へ
の
転
職
、
パ
ー
ト
・

ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
、
お
仕
事
の
事
な

ら
何
で
も
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き　

◇
３
月
８
日
（
火
）、
22
日
（
火
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
７
時

▼
と
こ
ろ

　

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｔ
５　

境
港
サ
ロ
ン

※
県
立
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
は
、
土
曜
日

　

も
オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
境
港
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　

☎
44
‐
３
３
９
５

Web

相相 

談談

Mail
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聖心幼稚園 にこにこひろば
　未就園児・在園児親子を対象に下記の催しがあります。

【園庭開放】

▼と　き　◇平　日　午前１０時～正午

　　　　　◇土曜日　午前９時～正午

▼問い合わせ先　聖心幼稚園　☎４２－２０４０

きらきら・ひまわり情報
【巡回子育てプレイランド】※要事前申し込み

▼と　き　３月１１日（金）午前１０時～１１時３０分

▼ところ　境公民館

▼内　容　ひまわりのおもちゃを持って出かけます。

　　　　　一緒に遊びましょう。

※併せて、「巡回型子ども服リユース事業」も開催します。

▼定　員　１３組

▼申込期間　３月２日（水）～９日（水）

▼申し込み先　地域子育て支援センター「ひまわり」

【おおきくなったね！】※要事前申し込み

▼対　象　乳幼児と保護者

▼と　き　３月１５日（火）

　　　　　午前１０時３０分～１１時３０分　

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼内　容　３月生まれの誕生会、親子ふれあい遊び、

　　　　　おはなし会、身体計測、手形、足形など

▼定　員　１３組

▼申込期間　３月２日（水）～１１日（金）　

　　　　　　

【0歳さんあつまれ～！】※要事前申し込み

▼と　き　３月２２日（火）、２３日（水）

　　　　　午前１０時３０分～１１時３０分

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼対　象　満１歳までの親子

▼内　容　ベビーマッサージ、月齢に応じたグループに

　　　　　分かれての交流、離乳食・発達・しつけなどの

　　　　　相談、身体計測、手形、足形　など

▼持ち物　バスタオル

▼定　員　各日 １２組

▼申込期間　３月２日（水）～１６日（水）

【きらきらタイム】

▼と　き　毎週木曜日　午前１０時４５分～

▼ところ　こども支援センター「きらきら」

【ひまわりタイム】

▼と　き　毎週火曜日　午前１０時３０分～

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼申し込み・問い合わせ先

　こども支援センター　「きらきら」☎４５－０１１６

　地域子育て支援センター「ひまわり」☎２１－８１０３

すまいる　育成保育園
【台湾式リフレクソロジー体験会】※要事前申し込み

▼対　象　未就園児親子、保護者のみ

▼と　き　３月１７日（木）午前１０時～１１時

▼講　師　ｋｉｚｕｎａ　折戸佳奈子さん

　　　　　（ベビーマッサージセラピスト・台湾式リ

　　　　　フレクソロジスト）

▼定　員　４人

※来園の際は、新型コロナウイルス感染症対策にご協

　力をお願いします。

　内容等、詳しくはお問い合わせください。

▼申し込み・問い合わせ先

　育成保育園　☎４４－１９５８

　公式ＬＩＮＥ ＩＤ ＠３６２ｙｇｐｒａ

子育て
ひろば

　内容についての詳細は、各施設に直接お問い合わせ

ください。

　記事中に特に明記がない場合、会場は問い合わせ先

と同じです。

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点か

ら、掲載しているイベントや行事等が急遽中止や延期

となる場合があります。

　詳しくは、記載の問い合わせ先へご確認ください。

認定こども園　美哉幼稚園　びさい交流会
【園庭開放】

▼と　き　平日の午前中

※事前の検温と、マスクの着用（大人のみ）をお願いします。

▼問い合わせ先　美哉幼稚園　☎４２－２８３９
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おむつ利用券のご案内
　１歳未満のお子さんを対象に、３カ月毎におむつ利

用券（１回の申請につき３０００円分）を交付してい

ます。今月の対象者は下記のとおりです。

※お子さんの誕生月が令和３年４、７、１０月の人は、

　３月３１日（木）が申請期限ですので、ご注意く

　ださい。

　　また、令和３年８月生まれのお子さんの場合は、

　６カ月児健康診査の時にも申請できます。

▼申請に必要なもの　◇母子手帳

　　　　　　　　　　◇印章（初回の人のみ）

▼申請・問い合わせ先

　子育て支援課　育児支援係　☎４７－１０７７

お子さんの誕生月 参　考

１回目 令和３年１０～１２月 出生月の３～５カ月後

２回目 令和３年７～９月 出生月の６～８カ月後

３回目 令和３年４～６月 出生月の９～１１カ月後

☆おはなし広場 絵本やお話を楽しみませんか。妊婦さんの参加もお待ちしています。

▼問い合わせ先　生涯学習課　生涯学習係　☎４７－１０９１

内　容 と　き ところ

絵本とおはなしの部屋
（おはなしポケットの会）

毎月第１土曜日 14：30～ 15：05

地域子育て支援センター
「ひまわり」

毎月第３金曜日 10：45～ 11：20

絵本と紙しばいを楽しむ会
（朗読なぎさ会）

毎月第２土曜日 14：30～ 15：05

毎月第１金曜日 10：45～ 11：20

おしゃべりたんぽぽおはなし会
（おしゃべりたんぽぽ）

毎月第３土曜日 14：30～ 15：05

毎月第４金曜日 10：45～ 11：20

親子で絵本を楽しむ会（境港親と子どもの劇場） 毎週水曜日 10：45～ 11：20

☆乳幼児健康診査・相談の日程
内　容 と　き 対　象 会場・問い合わせ先

６カ月児
健康診査

  3 月  1 日（火）
  3 月  8 日（火）

　12：30 ～ 13：45 の 間で、
時間差で少人数ずつ行います。
　詳しい時間については、別途
対象者へ郵送でお知らせします。

令和3年 8月生まれの乳児

健康推進課  保健係
☎47－ 1042

※母子健康手帳を
　持参してください
　（妊活相談を除く）

会場
　保健相談センター

  4月19日（火） 令和3年 9月生まれの乳児

１歳６カ月児
健康診査

  3月23日（水） 令和2年 8月生まれの幼児

  4月28日（木） 令和2年 9月生まれの乳児

３歳児
健康診査

  3月10日（木） 平成30年 12月生まれの幼児

  4月14日（木） 平成31年 1月生まれの乳児

妊産婦・乳幼児
健康相談

  4 月  5 日（火）

9：30～ 12：00
　　　　　の間で予約制で実施 妊産婦・乳幼児と保護者

※事前にお申し込みください離乳食講習会
（５～８カ月児）10：00～
（９カ月～１歳６カ月児）10：50～
　　　　　　　の予約制で実施

子育て相談

毎日　8：30～ 17：15
※こども支援センター「きらきら」は、
　土・日曜日・祝祭日を除く
※地域子育て支援センター「ひまわり」は、
　木曜日を除く

乳幼児と保護者

「きらきら」

　☎45－ 0116

「ひまわり」

　☎21－ 8103

「働くママを応援する」

子育て応援お仕事相談
　「扶養範囲内」「日祝休み」「学校行事への対応」な

ど子育てしながらご自身にあった仕事選びをサポート

いたします。

▼と　き　毎週月曜日～土曜日

　　　　　午前８時３０分～午後５時１５分

　　　　　☆比較的空いている土曜日がおすすめ！

▼ところ　県立境港ハローワーク

　　　　　☎４４－３３９５

　（市役所別館１階　ハローワークに入って左側）
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図 書 館 に 行 こ う ！図 書 館 に 行 こ う ！

　図書館関連 催し物

　境港市民図書館は、３月１日から休館し、７月１０日（日）に境港市民交流センター（愛称：
みなとテラス）内で、リニューアルオープンします。
　それにあたり、境港市で図書館がどんな歴史を歩んできたのかを、市報さかいみなとや市史編
纂室の資料をもとに、振り返ってみたいと思います。

・１９００年（明治３３年）～１９０５年（明治３８年）
郷土史家小泉憲貞氏が県内初めての私立境図書館を開館する。（境港における図書館のはじまり）

・１９３６年（昭和１１年）
　境小学校に、実業家足立正氏が図書館を寄贈する。（当時、図書館のある学校は県内に3校のみ）
・１９５２年（昭和２７年）
　上道公民館図書室ができる。（現在の市民図書館の母体）
・１９５４（昭和２９）年８月
　境港町が誕生した際に、上道公民館図書室を母体として境港町立図書館が発足する。
・１９５６（昭和３１）年４月１日
　境港市制施行後、境港町立図書館を県に移管し、鳥取県立米子図書館境港分館となる。
・１９７７（昭和５２）年６月１日
　境港市立図書館が開館する。（この時はまだ「市立」です）

※次回は、「市立」から「市民」へ変わり、現在に至るまでのあゆみを紹介します。

市民交流センターの建設に向けて㉒

　今月は、内部の工事が終わり、いろいろな機器を動かして確認を行う、「運転調整」という
段階に入ります。
　1月以降、新型コロナウィルスの感染が拡大している状況の中でも工事関係者の方は感染予
防に注意を払いながらやっていただいてきて、いよいよ最終段階となりました。最後までどう
ぞよろしくお願いします。

境港の図書館の主なあゆみ①

と　き 催事名 ところ 時　間 入場料・参加費

　３月１９日（土）

　４月　２日（土）
古典講座「みんなで楽しく『万葉集』を読もう」 上道公民館 14:00～ 15:00 無　料

市報広告を募集中！
　「市報さかいみなと」に広告掲載をして、宣伝してみませんか？

◇発行部数　12,300部

◇広告掲載場所　各ページの一番下（表紙・裏表紙を除く）

◇広告の規格・掲載料（月額）

・１号広告（5㎝ × 18㎝）15,000円　・２号広告（5㎝ × 12㎝）10,000円　・３号広告（5㎝ × 6㎝）　 5,000円△

問い合わせ先　地域振興課広報情報係　☎４７ー１０１０

※市報広告以外にも、ホームページバナー広告やはまるーぷバス広告などもあります。詳細についてはお問

　い合わせください。

境港市立図書館（昭和５２年３月撮影） 境港市立図書館（昭和５２年６月撮影）
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－境港市の人口－
　　男　：16,068人（ー 23）

　　　女　：17,136人（ー 51）
　　合　計：33,204人（ー 74）
　　世帯数：15,308世帯（ー18）

　※令和4年 1月末現在（）内は前月比

　※数値は外国人住民を含みます
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市 民 憲 章

防災行政無線が聞き取りにくいときは

　　テレフォンサービスをご利用ください！

☎０１２０－４４５－０４０
　　　　　　　　　　　（フリーダイヤル）

～市の花・市の木～

きく くろまつ

相談内容 と　き ところ・問い合わせ先

人　権　相　談
　３月１０日（木）
　４月１４日（木）

13：00 ～ 16：00
老人福祉センター（浜の里）
（問）鳥取地方法務局米子支局
　☎２２－６１６１

行　政　相　談
　３月１１日（金）
　４月　８日（金）

13：30 ～ 15：30

老人福祉センター（浜の里）
（問）鳥取行政監視
　　行政相談センター
☎０８５７－２４－５５４１

法　律　相　談
（司法書士による）

　３月　９日（水）
　４月１３日（水）

13：30 ～ 15：00
老人福祉センター（浜の里）
（問）社会福祉協議会
　☎４５－６１１６
※法律相談は予約が必
　要です（初回優先）

法　律　相　談
（弁護士による）

　３月　４日（金）
　３月１８日（金）
　４月　１日（金）

13：30 ～ 15：30

福　祉　相　談 随時相談受付  8：30 ～ 17：00

法　律　相　談
（相続・遺言、
不動産、多重
債務問題など）

無料面談相談は中止しています。
詳しくはホームページをご覧ください。
　■ http://www.tottori-shihoshoshi.jp/
　　 html/consultation.html

（問）鳥取県司法書士会
☎０８５７－２４－７０２４

多重債務・法律
相  談  会

　３月１７日（木） 13：30 ～ 15：00

米子コンベンションセンター
（問）市消費生活相談室
　☎４７－１１０６
※申し込みが必要です

相続・遺言相談
　３月　８日（火）
　４月１２日（火）

10：30 ～ 12：30
老人福祉センター(浜の里)
（問）鳥取県行政書士会
☎０８５７－２４－２７４４

家庭児童相談 月～金曜日  8：30 ～ 17：15
子育て支援課育児支援係
　☎４７－１０７７

青少年相談 月～金曜日  8：30 ～ 17：00
青少年育成センター
　☎４７－５０１０

こころの相談
カウンセリング

　３月１４日（月） 13：00 ～ 15：00
健康推進課保健係
　☎４７－１０４３
※予約制

Ｄ　Ｖ　相　談

◇鳥取県西部総合事務所　地域福祉課　☎３１－９３０４
　受付時間：月～金曜日 8：30 ～ 17：15 ※緊急の場合にも対応
◇夜間休日電話相談窓口　☎０８５８－２６－９８０７
受付時間：夜間（毎日 17：15 ～ 8：30）、土日祝（8：30 ～ 17：15）

年金ダイヤル

ねんきんダイヤル（一般的な年金相談）
　☎０５７０－０５－１１６５
（月曜日 8：30 ～ 19：00、 火～金曜日 8：30 ～ 17：15、
  第２土曜日 9：30 ～ 16：00）

予約受付専用電話（来訪相談のご予約）
　☎０５７０－０５－４８９０　（月～金曜日 8：30 ～ 17：15）

（祝日は除く）くらしの相談日くらしの相談日

Web

と　き 催事名 ところ 時　間 問い合わせ先 入場料・参加費

3月 17日（木）
シンフォニー　アナログ・レコード鑑賞会
①渡辺貞夫「オレンジ・エクスプレス」
②グラシェラ・スサーナ「アドロ・サバの女王」

文化ホール
14：00～
16：00

境港市文化振興財団    
☎ 44－ 1000

無　料

3月 17日（木）
～23日（水）

黒ねこカンちゃん原画展
「はじまりとその先と今このとき」

海とくらし
の史料館

9：30～
17：00

海とくらしの史料館    
☎ 44－ 2000

原画展のみ
無　料

3月 25日（金）
サロンコンサート
小川智也マリンバコンサート

文化ホール
19：30～
20：30

境港市文化振興財団    
☎ 44－ 1000

無　料
（飲み物等の提供
はありません）

文化 施 設 催し 物 スケ ジュール文化 施 設 催し 物 スケ ジュール

海とくらしの史料館ホームページアドレス
　http://umikura.com/

境港市文化振興財団ホームページアドレス
　http://sakaiminato-bunka.jp/
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市役所へのお問い合わせは…
　市役所のどこへ問い合わせたらよいかわからない場合、

お気軽に右記の連絡先にご連絡ください。

　ご用件をお伺いし、担当部署へおつなぎします。

代表電話番号

　☎０８５９－４４－２１１１
代表ファクシミリ番号

　　  ０８５９－４４－３００１FAX

よくある定型的なお問い合わせに、ＡＩ（人工知能）チャットボットがお答えします。

　インターネット上でのお問い合わせに対し、あらかじめ登録した回答を自動的に表示します。

　少しずつ回答できる質問が増えていくよう学習していきますので、こちらもお試しください。

今月の

げんきちゃん
みんな 元気い

っぱい

すくすく育って
ね☆

市ホームページの
応募フォームから
ご応募ください。

ＱＲコードが読み取れない場合

https://www.city.sakaiminato.lg.jp/

index.php?view=110567

花本紗
さ わ

和ちゃん（平成２９年１２月２１日生）

　　　千
ちひろ

紘ちゃん（令和３年４月２８日生）

≪お子さんへのメッセージ≫ 　　（馬場崎町）

　２人とも元気にすくすく大きく

なってね！

秋
あきよし

吉 柚
ゆずか

花 ちゃん

（平成３１年２月２１日生）（渡町）

≪お子さんへのメッセージ≫ 

みんなを笑顔にしてくれる

ゆずちゃん、いつもありがとう♪

　境港の保育園・幼稚園では、さかなに親しむさまざま

な行事を行っています。

　今回紹介するのは、あがりみち保育園で行われた、フ

ィッシュキッチン事業です。先生が調理する一汁三菜の

見本を見た後に、園児自らが作ります。その中の一品と

して、境港で育った「境港サーモン」のムニエルに挑戦

しました。

　境港でギンザケの養殖が始まって１０年近く経過し、

境港産ブランドとして定着し、水揚げ時期である３月～

５月は「境港サーモン」を求める人も多くなっています。

　脂が良く乗り、クセがなく、甘味のある上品な味わい

なので、刺身やカルパッチョなどはもちろん美味しいで

すが、今回のようにムニエルとして、火を通すとふっく

らとまた違った美味しさが味わえます。ぜひお試し下さ

い。

水産商工課☎ 47－ 1055  FAX 44－ 7957

52お さ か な レ シ ピお さ か な レ シ ピ

□作り方
①　サーモンの切り身に塩をふる。
②　塩をふったサーモンに小麦粉をつける。
③　フライパンにサラダ油を入れる。
④　サーモンを入れて、フタをして強火で約３分、
　　そっとひっくり返して中火で約７分焼く。
⑤　器に盛りつけて出来上がり。

□材料（１人分）
◇境港サーモン切り身　　　

　　　　　　　　１切

◇塩　　　　　　少々

◇小麦粉　　大さじ１

◇サラダ油　 小さじ１

※写真の切り身は４０

ｇです。

境港サーモンのムニエル

写真は園児が調理した、一汁三菜料理です。

右上が境港サーモンのムニエルです。


